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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第28回

熊
本
市
民
病
院
を
訪
問

　

先
日
、
熊
本
地
震
で
被
災
し
、
病
院
の
再
建
に

取
り
組
む
熊
本
市
民
病
院
を
訪
問
し
、
病
院
長
の

髙
田
明
先
生
を
は
じ
め
、
病
院
職
員
の
皆
さ
ん
の

話
を
お
伺
い
し
た
。
熊
本
市
民
病
院
は
、
昭
和
21

年
に
熊
本
市
立
民
生
病
院
と
し
て
発
足
し
、
病
床

数
５
５
６
床 

（
一
般
５
４
４
床
、
感
染
症
12
床
）、

34
の
診
療
科
を
持
つ
病
院
に
発
展
し
て
き
た
。
熊

本
市
民
病
院
の
最
大
の
特
徴
は
、
全
国
有
数
の
技

術
を
持
つ
総
合
周
産
期
医
療
で
あ
る
。
平
成
27
年

度
の
受
け
入
れ
患
者
数
は
５
９
１
名
（
熊
本
市
内

２
６
８
名
、
熊
本
県
内
２
４
８
名
、
県
外
75
名
）
に

及
ぶ
。
図
表
１
は
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

の
状
況
で
あ
る
が
、
全
国
21
の
都
府
県
の
新
生
児

が
高
度
な
医
療
を
求
め
て
入
院
し
て
お
り
、
市
民

病
院
の
医
療
技
術
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

熊
本
市
民
病
院
は
、
昭
和
54
年
建
築
の
南
館
、
昭

和
59
年
建
築
の
北
館
、
平
成
13
年
建
築
の
管
理
棟
の

３
つ
の
建
物
で
医
療
を
提
供
し
て
い
た
。
う
ち
南
館

は
新
耐
震
基
準
前
に
建
設
さ
れ
た
た
め
、
Ｉ
ｓ
値

０
・
33
と
低
く
、
地
震
の
震
動
に
つ
い
て
倒
壊
・
崩

壊
の
危
険
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
平
成
24
年
12

月
、「
市
民
病
院
の
あ
り
方
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」

で
の
議
論
を
経
て
、
現
在
地
で
の
建
て
替
え
が
決
定

さ
れ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
影
響
に
よ
る
建
築
費
の
高
騰
の
た
め
着
工
を
延

期
。
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
最
中
に

熊
本
地
震
が
発
生
し
た
。

熊
本
地
震
に
よ
る
被
災

　

平
成
28
年
４
月
14
日
夜
に
発
生
し
た
前
震
の
時
点

で
は
、
熊
本
市
民
病
院
の
建
物
は
壁
等
へ
の
一
部
亀

裂
、
天
井
の
崩
落
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
も
の
の
、

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
す
べ
て
使

用
可
能
で
あ
り
、
入
院
患
者
も
全
員
無
事
で
あ
っ

た
。
病
院
で
は
ト
リ
ア
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

重
症
者
16
名
、
中
等
症
患
者
59
名
を
含
む
３
１
７
名

の
患
者
を
受
け
入
れ
た
。

　

し
か
し
、
16
日
深
夜
に
発
生
し
た
本
震
は
、
病
院

に
深
刻
な
被
害
を
与
え
る
。
写
真
の
よ
う
に
壁
等
へ

の
亀
裂
は
多
数
に
お
よ
び
窓
ガ
ラ
ス
の
破
損
多
数
、

配
管
損
傷
に
よ
る
水
漏
れ
が
数
カ
所
発
生
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
は
す
べ
て
使
え
な
く
な
っ
た
（
電
気
は
自
家

発
電
に
切
り
替
わ
り
、
1
時
間
後
復
旧
、
水
は
受
水

槽
破
損
で
飲
用
と
し
て
不
適
と
な
る
）。
入
院
患
者

の
ケ
ガ
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
午
前
６
時
ご
ろ
ま
で

に
、
病
院
で
の
診
療
行
為
は
不
可
能
と
判
断
し
、
す

べ
て
の
患
者
の
転
院
・
退
院
を
決
定
。
午
後
２
時
ご

ろ
ま
で
に
転
院
・
退
院
を
完
了
し
た
（
転
院
１
９
７

名
、
退
院
１
１
３
名
）。
新
生
児
の
転
院
が
一
番
大

変
で
、
福
岡
こ
ど
も
病
院
、
鹿
児
島
市
立
病
院
な
ど

県
外
の
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
新
生
児
は
２
次
搬
送
も

含
め
る
と
27
名
に
及
ん
だ
。

熊
本
市
民
病
院
の
病
院
再
生

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授
　

伊
関
友
伸被害を受けた病院建物
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制
限
さ
れ
た
形
で
医
療
提
供
再
開

　

南
館
、
北
館
が
使
用
不
能
と
な
る
中
で
、
残
っ
た

管
理
棟
を
使
い
、
４
月
18
日
に
は
再
来
患
者
の
処
方

箋
発
行
、
28
日
に
は
再
来
患
者
の
外
来
診
療
を
再
開

す
る
も
の
の
、
入
院
医
療
が
停
止
す
る
な
ど
、
病
院

で
の
医
療
提
供
は
大
幅
に
制
限
さ
れ
る
。
市
民
病
院

の
職
員
は
、
診
療
の
制
限
中
、
医
師
、
看
護
師
、
薬

剤
師
、
医
療
技
術
技
師
で
医
療
チ
ー
ム
を
編
成
し
避

難
所
を
巡
回
し
た
ほ
か
、
感
染
対
策
・
口こ
う
こ
う腔
ケ
ア
・

リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
チ
ー
ム
の
巡
回
、
避
難
者
の
多
い

2
カ
所
の
避
難
所
に
固
定
診
療
所
の
設
置
、
24
時
間

体
制
で
避
難
所
に
看
護
師
を
配
置
す
る
な
ど
、
災
害

医
療
支
援
に
取
り
組
む
。

　

５
月
13
日
に
は
、
大
西
一
史
熊
本
市
長
が
、
市
民

病
院
の
総
合
周
産
期
医
療
の
重
要
性
か
ら
、
病
院
を

国
有
地
に
移
転
再
建
す
る
方
針
を
示
す
。
５
月
18
日

に
新
患
患
者
の
外
来
診
療
、
12
月
26
日
に
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ

９
床
、
Ｇ
Ｃ
Ｕ
５
床
、
１
月
20
日
に
は
一
般
病
床
10

床
の
運
用
を
再
開
す
る
。

新
病
院
建
設
に
向
け
た
動
き

　

平
成
28
年
９
月
に
は「
病
院
再
建
基
本
計
画
」が
策

定
さ
れ
、
現
病
院
に
近
い
国
家
公
務
員
東
町
北
住
宅

の
敷
地
を
買
収
し
、
移
転
建
て
替
え
す
る
こ
と
が
位

置
付
け
ら
れ
た
。
病
床
数
は
熊
本
医
療
圏
の
医
療
需

要（
必
要
病
床
数
）と
収
支
予
測
を
踏
ま
え
て
３
８
８

床（
一
般
３
８
０
床
、
感
染
症
８
床
）に
縮
減
さ
れ
た
。

　

整
備
の
方
法
は
工
期
の
短
縮
、
施
工
者
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
反
映
し
た
設
計
、
固
有
技
術
の
活
用
の
観
点
か

ら
基
本
設
計
を
含
む
設
計
・
施
工
一
括
発
注
方
式
と

し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
事
業
者
選
定
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
た
。

　

平
成
29
年
３
月
４
日
に
応
募
業
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

が
行
わ
れ
、
優
先
交
渉
権
者
が
選
定
さ
れ
、
同
24
日

に
優
先
交
渉
権
者
と
の
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
現

在
、
平
成
31
年
秋
の
開
院
を
目
指
し
て
建
設
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

病
院
再
生
に
向
け
て
着
実
に
歩
み
を
進
め
る
熊
本

市
民
病
院
で
あ
る
が
、
置
か
れ
て
い
る
環
境
は
厳
し

い
。
新
病
院
の
建
設
ま
で
の
収
入
減
が
大
き
な
も
の

と
な
る
た
め
、
熊
本
地
震
減
収
対
策
企
業
債
の
借
り

入
れ
に
よ
っ
て
賄
う
が
、
そ
の
借
入
額
は
ゆ
う
に

１
０
０
億
円
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
新
病
院
の

災
害
復
旧
事
業
債
・
病
院
事
業
債
の
償
還
も
あ
り
、

資
金
繰
り
は
ぎ
り
ぎ
り
の
状
況
に
あ
る
。

　

新
病
院
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
人
材
確
保
も
課
題
で

あ
る
。
診
療
機
能
縮
小
で
退
職
し
た
医
師
や
看
護

師
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
雇
用
す
る

か
。
医
療
人
材
が
不
足
し
て
い
る
今
日
、
簡
単
な
こ

と
で
は
な
い
。
市
民
病
院
の
医
療
提
供
の
復
活
を

待
っ
て
い
る
人
は
多
い
。
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
病

院
再
建
を
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

タ
イ
ト
ル
の
〝ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
〟
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
神

話
に
登
場
す
る
名
医
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
持
っ
て
い
た
蛇（
ク

ス
シ
ヘ
ビ
）の
巻
き
つ
い
た
杖
。
医
療
・
医
術
の
象
徴
と
し
て

世
界
的
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
。
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図表1　総合周産期母子医療センターの状況
熊本市民病院の患者内訳 （2013年実績）

NICU MFICU GCU
熊本市内 131 熊本市内 117 熊本市内 20
熊本市外 123 熊本市外 109 熊本市外 16
県外 46 県外 22 県外 7

300 248 43
県内の周産期母子医療センター （2015年）

NICU
病床数

GCU
病床数

年間
入院数

ELBＷ
入院数

小児
外科疾患

先天性
心疾患

熊本市民病院 18 24 352 36 可能 可能
熊本大学付属病院 12 12 202 12 可能 不可
福田病院 18 29 1026 8 一部可能 不可

ELBW：超低出生体重児

熊本市民病院が担っている領域

極低出生体重児の7割
心疾患を有する患児の10割
新生児、小児心臓手術の10割
新生児小児外科の大部分


